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自粛、我慢の生活の中でも…元気いっぱいの子どもたち～５月の子ども達の様子～ 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連休明けより、新型コロナウイルスの波が身近に押し寄せてきて、緊急事態宣言下で園行事の自粛や延期

といった対応を取らざるを得ない状況が続く中、それにも負けず、生活や遊びを楽しむ子どもたちの様子が

見られました。今年度新入園の子ども達も、生活の流れがわかり、身近な保育者や友達とのかかわり合いの中

で穏やかに過ごす姿が見られるようになりました。 

桜の季節から新緑の季節へと移り変わり、子どもたちは身近な自然環境の中でのびのびと体を動かし、こ

の時期ならではの草花や昆虫、小鳥のさえずる様子に関心を持ち、五感をフル活用して触れ合っています。 

新型コロナウイルスの影響は今後も予断を許さない状況が続くと予想されますが、感染の不安が解消され、

元気に園生活を送れる日が訪れるまで、職員一同感染対策の励行に留意しながら教育保育を行ってまいりま

す。保護者の皆様におかれましても、引き続きの感染対策とお子さんの健康管理についてご協力の程、よろし

くお願いいたします。 

4、５歳児クラス 
園周辺でのマラソン活動は、毎日 

の日課となっております！ 
子どもたちは自分のペースを基本

としながらも、前回よりも上位を目
指し、はつらつと頑張っています！ 

 

５歳児クラス、歩いて観音山へ 
5月の観音山でのジオ学習が延期となりましたが、5歳児 
クラスは特別に歩いて観音山へ出かけました。日ごろのマラ
ソン活動の効果は絶大で、幼児センターから観音山までの山
坂道も難なく歩くことが出来ました。 
 観音山では、「オオルリ」という青い鳥のさえずりを聞きな
がら、この時期ならではの「オオバナノエンレイソウ」「シラ
ネアオイ」「ニリンソウ」などの美しいお花、「アカゲラ」や
「クマゲラ」といったキツツキたちが作った木の穴の様子な
どを観察しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 4歳児クラス、ゲーム遊びの様子(写真左) 
身近な友達や保育者との会話やかかわり合い
の中で、ゲームに勝つ喜び、負けるくやしさを味
わっています。その中で遊びのルールを守る大切
さや、心地よい人間関係を築く機会となるよう、
保育者は遊びを見守り、援助しています。 

幼児センターの畑に種まきをしました！ 

 昨年度はジャガイモを育てましたが、新型コロナウ

イルス拡大による緊急事態宣言で休園だったため、た

ねいもまきが出来ませんでした。今年度は「ニンジン」

「えだまめ」を育てることになり、4、5歳児クラスが

無事にたねまきを終えました。今後生育観察や畑の草

取りなどに楽しくかかわり、収穫を心待ちにしてくれ

たらと願います。 

 ３歳児クラス、運動遊びの様子(写真右) 
ホールで色々な動物の歩き方をしてみよう！
ということで、写真では「ワニ歩き」に挑戦し、
しっかり手足を動かし、力強く前に進みました。
この他にも「クマさん歩き」「ひよこ歩き」などを
楽しみ、のびのび体動かしました。 

 2歳児クラス、絵本の読み聞かせの様子(写真左) 
幼児センターの子どもたちは、絵本の読み聞か
せが大好きです。この日も 2 歳児の子どもたちは
担任の保育者が読み聞かせる「ぞうくんのあめふ
りさんぽ」という絵本にじっくりと見入って、お話
の楽しさにじっくりと浸っておりました。 


